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Fig.2 麦野C遺跡調査地点位置図（1/4,000)
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ill. 調査の記録

1. 調査の概要

麦野遺跡は御笠川の西岸を南北にのびる雑銅隈の丘陵上に立地する。この丘陵は諸岡川などの開

析による谷が醍入して、いくつかの低丘陵を形成している。麦野C遺跡は南北800m、東西400mの

範囲に分布し、本調査地は麦野C遺跡の中央に位置する。過去の開発により地下げされた周辺に比

べて標高が lmほど高く、現地表面の標高は18m前後を測る。

発掘調査は平成28年9月20日に着手した。 20・21日に重機による表土剥ぎを行った後、遺構検出

を開始した。遺構掘削や図化、写真撮影などの作業を進め、遺構の掘削がほぼ終了した10月25日に

全景写真を撮影した。土器の洗浄作業なとやを行った後、 11月2日に重機による埋め戻しと機材等の

搬出を行い、調査を終了した。

遺構は表土から 5～25cm下の鳥栖ローム層上面で検出した。調査区内は中央から北側にかけて既

存建物の基礎等で大きく撹乱され、調査区東端では地形の急な落ちが確認された。遺構は調査区西

側に集中し、竪穴住居跡3軒、土坑3基、ピットなどが検出された。住居跡はいずれも調査区外に

拡がっているため、全体の大きさは把握できていないが、平面プランはすべて方形を呈している。

そのうち調査区南東端にある住居跡では壁溝が2条見っかり、士の堆積状況から建て替えを行い、

規模を拡張したことが確認された。床面で鉄製鎌がl点出土しており、出土土器から弥生時代後期

前半と推定される。調査区西端の住居跡では、北側に10cmほど高く貼床が検出され、ベッドの可能

性がある。時期は弥生時代後期後半～終末と考えられる。この住居跡に切られる土坑では弥生時代

後期後半の器台や査がまとまって出土した。また、調査区西側では古代末～中世前半の時期の土坑

が2基検出されており、白磁の皿や椀、石鍋などが出土している。遺物は弥生土器を中心に、輸入

陶磁器、須恵器、石製品、鉄製品など、コンテナケース 4箱分が出土した。

Tab. l 麦野C遺跡発掘調査一覧表

次数 調査番号 所在地 調査面積（rri) 報告書 主な時期 遺構の概要 主な出土遺物

1 8949 麦野6-11-4 633 361 古代（SC中～後半） 奈良住居跡、土坑 旧石器の石刃、扇平片刃石斧

2 8904 銀天町2-4 100 年報VOL.4 古代（7～SC) 奈良住居跡

3 9604 銀天町3-14 242 501 古代 奈良住居跡、土坑、溝

4 9628 銀天町23 6 265 867 古代 奈良住居跡

弥生．住居跡、掘立柱建物跡、費棺墓
5 98邑6 麦野6-12ーら他 871 643 弥生前期末、古代 奈良住居跡 石庖丁、蛤刃石斧、袋状鉄斧、紡錘車

中世土壌墓

6 0140 銀天町132他 32 年報VOL.16 古代 柱穴

7 0304 麦野6-18-1 115 867 古代 奈良 住居跡、掘立柱建物、土坑、落とし穴

自 0305 麦野6-18-15 121 867 古代
奈良住居跡、土坑
近世井戸

9 0306 麦野618 16 41 867 古代 奈良住居跡、土坑、溝

10 0509 東雲町2-1-1 677 897 古代、中世後半
奈良住居跡
室町．溝

11 0731 竹丘町1-3-2・13 294 1057 古代 奈良 住居跡、掘立柱建物跡、土坑、土壌墓 鉄斧、平瓦

12 0746 麦野6-15-3 203 970 弥生、中世後半～近世
弥生．貯蔵穴
中世後半～近世 井戸、土坑、溝

13 0805 麦野6-11-2 318 1101 古代 奈良住居跡、土坑 鉄斧、紡錘車

14 0835 東雲町41干2・18・19 191 年報VOL.23 古代末～中世前半 溝、柱穴

15 1227 銀天町3-28-2・5・6 451 1244 古代末～近世 井戸、土坑、溝 瓦器碗、須恵器、鉄鎌

16 1627 麦野6-14-1 361 本報告 弥生、中世 弥中世生 住土坑居跡 鉄鎌

Fhυ 



2.遺構と遺物

( 1 ）住居（SC)

SC018 (Fig.6・PL.1一（2)) 

調査区西端で検出された竪穴住居跡である。西側は撹乱と土坑に削平され、東壁はSK03Iの西壁

を切る。南側が調査区外へと続くため、全体の規模は不明で、あるが、方形の平面プランを呈し、少

なくとも南北長2.2m以上、東西長2.7m以上を測る。壁高は約40cm残存しており、本調査区の中で検

出された住居跡の中では最も遺存状況が良い。検出できた北壁と東壁には幅約10～20cm、深さ約5

cmの壁溝が巡る。床面には黄褐色粘質土と黒色粘質土で形成した土を 5～15cmほど敷き詰めて貼

床としている。北側で、は10cmほど床面が高くなっており、ベッドの可能性が考えられる。なお、主

柱穴は未検出である。遺物は弥生土器片を中心にパンケース1.5箱分出土した。出土遺物の年代か

ら、弥生時代後期後半～終末の住居と考えられる。

出土遺物（Fig.6・PL.2)

l～4は弥生土器である。 lは壷の底部で、胎土に白色砂粒を少量含み、器面は内外面ともに淡

黄櫨色を呈する。 2は器面に丹塗りの痕跡が認められる。外面にハケメ、内面にナデ調整が残る。

3は直口口縁の鉢で底部はやや丸底気味である。口径15.2cm、器高9.9cmを測り、胎土に白色砂粒

を多く含む。内外面ともにハケメ調整がみられ、外器面はにぶい黄樫色を呈する。 4は蓋の口縁部

で、復元口径は31.8cmを測る。器面は摩耗しており、調整は不明で、ある。

Q 

Fig.3 第16次調査区位置図（1/500) 太線は申請地の範囲
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Fig.4 第16次調査区遺構配置図（1/200)

a H=18.4m a’ 
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3 ，，ラス
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5 暗茶褐色士遺構埋士

O 2m 

4 4 

Fig.5 第16次調査区南西壁土層断面図（1/80)
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Fig.6 SC018実測図（1/60）および出土遺物実測図（1/3,5・6=1/2)
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Fig.7 SC025実測図（1/60）および、出土遺物実測図(1/3,15～18=1/2)
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5・6は砥石である。 5は花闘岩質で、残存長12.8cm、残存幅9.9cmを測る。欠損部を除き、ほ

ぼ全面で研磨痕跡が認められる。表面中央は研磨によりわずかに凹んで、おり、裏面の研磨痕跡は表

面に比べてやや粗い。 6は凝灰岩製で、残存長22.5cm、最大幅2.3cm、厚さ1.6～2.0cmを測る。欠損

部分を除き、すべての面で研磨痕跡がみられ、細かな擦痕が多いが、表面と側面の一部には鋭利な

ものを研いだとみられる、細く、深い擦痕も数条認められる。

SC025 (Fig. 7・PL.1一（3)) 

調査区南東端で検出された竪穴住居跡である。西壁の一部は撹乱によって途切れる。南東側が調査区

外へと続くため、全体の規模は不明であるが、方形の平面プランを呈し、南北長は約5.8m、東西長は少な

くとも3.5m以上を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がっており、壁高は約30cm残存していた。

検出できた壁際には幅約10～25cm、深さ約5cmの壁溝が巡る。さらにその内側に幅約12～20cm、深さ

約5～10cmの溝が方形に巡っているのが確認されたO住居の床面では黄褐色粘質土と黒色粘質土で形成

した土を敷き詰めた貼床が確認されたが、内側の溝は貼床の下で検出されたものである。このような土の

堆積状況から、住居の建て替えが行われた可能性が高く、内側で検出された溝は建て替えが行われる前

の住居の壁溝と考えられる。内側の壁溝の長さから、建て替え前の住居の規模は南北長が約4.5m、東西

長が少なくとも約2.9m以上と推定され、建て替えによって住居の規模を拡大したと想定されるO また、住居

の南東側では南北方向に幅5～12cm、深さ5cmの溝が検出されたO 溝の幅や深さから壁溝の可能性が考

えられたが、住居内のいずれの壁溝にもつながらなかったO 壁溝との切り合いからこの溝が古いことが確

認できたため、 SC025が建てられる前にもう1軒別の住居が存在していた可能性が考えられるが、 SC025の

北側と南東側が調査区外であるため想定の域を出ない。

SC025の中央で検出されたP1 は直径約35cm、深さ約50cmを測る。住居の全体を把握できていな

いため不明確で、あるが、 Plが主柱穴である可能性が考えられる。遺物は弥生土器片を中心にパン

ケース1.5箱分出土した。特筆すべき遺物としては鉄製鎌 l点が挙げられ、住居の床面直上で検出さ

れた。出土遺物の年代から、弥生時代後期前半の住居と考えられる。

出土遺物（Fig.7・PL.2)

7～13は弥生土器である。 7は袋状口縁査の口縁で、口縁上端にわずかに丹塗りの痕跡がみられ

る。胎土には白色砂粒を少量含む。 8は壷の底部で、器面には丹塗りの痕跡が認められる。内面に

ユピオサエ、外面にハケメとナデ調整がみられる。胎士は良質で、、微細な白色砂粒を少量含む。 9

は蓋の口縁部である。胎士はやや粗雑で、白色砂粒を多く含んでいる。内外面ともににぶい樟色を

呈する。 10は聾の底部で平底を呈する。内面にはユピオサエとナデ調整が認められる。胎土には白

色砂粒を多く含む。 11は聾の底部で上げ底を呈する。器面には丹塗りの痕跡がわずかに認められ

る。胎土には石英中砂粒と赤鉄鉱塊片、金雲母をわずかに含む。 12・ 13は高杯である。 12は内外面

に丹塗りの痕跡が認められる。内面にナデ、外

面にハケメ調整がみられる。胎士は綴密で、石

英小砂粒を少量含む。 13は胎士に石英小砂粒を

多く含む。色調は外面が淡黄櫨色、内面が灰白

色を呈する。外面にハケメ、内面にナデ調整が

みられる。 14は土製杓子である。胎土はやや粗

雑で、石英中砂粒を多く含む。色調はにぶい樺

色を呈する。器壁は摩減しており、調整は不明

である。
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15～17は砥石である。 15は粘板岩製で、欠損している上端を除き、すべての面で研磨痕跡がみられる。

細かな擦痕が多いが、表面と側面の一部には鋭利なものを研いだとみられる、細く、やや深い擦痕も数条

認められる。 16は砂岩製で、表面には細かな擦痕がみられる。 17は凝灰岩製で、上端と裏面は大きく欠損

しているが、それ以外の表面と両側面では細かな擦痕がみられる。 18は鉄製鎌である。住居の床面付近で

出土した。直刃で、刃先は欠損している。残存長11.4cm、最大幅3.2cm、背幅0.4cmを測る。透過X線画像

により基部はL字状を呈し、先端が欠損していることがわかった。

SC032 (Fig. 8 • PL. 1ー（4 )) 

調査区中央北端で検出された竪穴住居跡である。北西側が調査区外へと続くため、全体の規模は不明

である。撹乱で大きく破壊されていたため、住居の壁は検出できなかったが、途切れながらも壁溝が方形

に巡ること、また、ほかの住居跡と同様に黄褐色粘質土と黒色粘質土で形成された貼床がわずかに検出さ

れたことから竪穴住居跡と判断した。壁溝の幅は約12～24cm、深さ約6cmを測る。壁溝の残存状態から

住居の平面プランは方形を呈し、南北長約2.8m、東西長1.4m以上の規模と推定される。主柱穴は未検出

である。なお、床面に一部焼士が認められる。遺物は弥生土器片が十数点出土したが、いずれも細片で図

イ七し得なかった。住居の年代は不明確だが、ほかの住居跡と同時期の可能性がある。

( 2）土坑（SK)

弥生時代後期後半の土坑を l基、古代末～中世前半の土坑を 2基、計3基の土坑を検出した。
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Fig.9 SK031実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3,23=1/2)
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SK031 (Fig. 9・PL.1ー（5)) 

調査区西端で検出された土坑である。東壁は撹乱、西壁はSC018に切られ、南側は調査区外へと

続く。全体の規模は不明であるが、北東隅の形態から方形の平面プランと推定される。埋土の主体

は黒褐色の粘質士である。深さは約15cmで、壁面は緩やかに立ち上げっている。底面は北側がやや

下がるものの、ほぼ平坦で、ある。検出上面で壷や器台などの土器片がまとまって出土しており、パ

ンケース 2箱分の遺物が出土した。出土遺物の年代から弥生時代後期後半の士坑と推定される。

出土遺物（Fig.9・PL.2)

19～21は弥生土器である。 19は壷で、胎土に石英中粒を多く含み、器壁は灰白色を呈する。 20・

21は器台である。 20は残存高12.9cm、復元底部径13.0cmを測る。胎士に石英中粒を少量含み、器壁

は内外面ともに淡黄櫨色を呈する。底部にユピオサエの痕跡が認められる。 21は残存高6.5cm、底

部径13.4cmを測る。胎土に石英中粒を多く含み、器壁は内外面ともににぶい撞色を呈する。

22・23は不明石製品である。 22の石材は淡白色を呈し、軟質の凝灰岩質砂岩とみられる。欠損箇

所が多く、表面と上側面のみが残存する。残存面には線刻による文様が施されている。表面では細

く、 i支い線刻が約0.1cm間隔で

カ一ブを措くように施されている。同様のカーブを描く線刻は表面の下部にも刻まれている。この

線刻は幅約0.2cm、深さ約0.1cmを測り、断面は台形状を呈する。表面でみられるほかの線刻に比べ
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Fig.10 SK007・SK030実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3)
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て幅が広く、深い。上側面では約0.5cm間隔で斜線状の

線刻が数条施されている。線刻の幅は約0.1cm、深さ約

0.1cmを測り、断面はV字状を呈する。表面の線刻に比

べて断面は鋭く、鋭利な金属器を用いて施された可能

性が高い。 23は凝灰岩製で、最大長6.7cm、最大幅

7.9cm、厚さ0.3～1.6cmを測る。欠損箇所を除き、すべ

ての面で研磨痕跡がみられ、表面は研磨により中央が

わずかに凹んでいる。裏面は表面に比べて研磨が粗 斗一一」 ミY 二三二~二

H=18.0m 

1 茶黒褐色士（Hue5YR4/6赤褐）
現代の埋土。土器片が混じる。

2 灰黒褐色土（Hue7.5YR3/2黒褐）
地山プロックと炭化物が少量混じる。しまりなし。

3 茶黄褐色土（Hue7五YR4/6褐）
細かな地山プロックが混じる。しまりあり。

4 黒茶褐色士（Hue5YR4/4褐）
地山ブロックが混じる。しまりややなし。

0 1m 

く、右端には幅約2.0cm、高さ約0.6cmの凸部がある。

23の用途は不明であるが、研磨痕跡や裏面の凸部など

から砥石として利用した後、再加工を試みた可能性が

27 28 

五 9 ~~－－「←1_1~cm
考えられる。 Fig.11 落ち土層断面図(1/40）および出土遺物実測図（1/3)

SK007 (Fig.1 0) 

調査区西側で検出した士坑である。平面プランは隅丸の長方形を呈し、長軸約2.0m、短軸約1.2m

を測る。深さは約30cmで、壁は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦で、、東側では浅いピットが検

出された。埋土の主体は地山のブロック土を多く含んだ茶褐色粘質土であるが、底面付近には炭化

物を少量含んだ黒茶褐色の粘質土が5cmほど堆積していた。出土遺物は少量で、、遺物の年代から13

世紀後半～14世紀前半の土坑と考えられる。

出土遺物（Fig.10・PL.2) 

24は白磁の皿である。口径8.5cm、器高1.8cmを測る。口縁端部は口禿げである。胎士は灰白色、

粕は灰白色を呈する。底部は平底で、底部外面の紬は板状の工具でのばしている。 25は滑石製の石

鍋である。復元口径は約21.0cmをr目Uり、口縁部には縦長の把手がつく。内外面ともに平ノミによる

ケズリ調整の痕跡がみられる。外面には煤が付着している。

SK030 (Fig.1 0) 

調査区西端で検出された士坑である。南東側は撹乱によって削平され、南西側は調査区外へと続

いている。全体の規模は不明で、あるが、少なくとも長軸1.2m以上、短軸0.9m以上を測る。平面プラ

ンは楕円形を呈する可能性が高い。深さは約20cmで、壁は緩やかに立ち上げる。底面はほぼ平坦で、

ある。土器片が数点出土し、遺物の年代から11世紀後半～12世紀前半の土坑と考えられる。

出土遺物（Fig.10)

26は白磁椀の口縁部である。復元口径は約12.4cmを測り、口縁端部はやや外反する。胎土は灰白

色で、手自はやや灰色を呈する。外面に縦櫛目文が施されている。

(3）落ち

調査区東端で検出された。調査区内で確認できた深さは約0.6～0.7mを測る。底面は東側に向かつ

て傾斜しており、調査前に行った試掘結果では約Umの深さがあることが確認されている。上層に

は近現代のゴミなどが含まれ、中層から下層では地山のブロック土を含んだ粘質土が堆積してい

た。弥生土器片や白磁椀片、染付陶磁器片など様々な時代の遺物が出土した。調査区内では古代の

遺構は検出されていないが、古代の須恵器片なども含まれていた。

出土遺物（Fig.11)

27・28は須恵器の高台付杯である。 27の復元底径は7.8cmを測る。 29は白磁椀の口縁部で、口縁

端部は玉縁である。胎土は灰白色、軸は灰色を帯びた白色を呈する。
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Fig.12 SP出土遺物実測図（1/3)

(4）ピット（SP)

調査区内において多数のピットを検出したが、掘立柱建物としてまとまるものはなかった。ピッ

トの出土遺物は少量かっ小片がほとんどであったが、以下ではピットから出土した遺物のうち、比

較的残存状態の良いものを挙げる。

出土遺物（Fig.12)

30～32は弥生土器の歪である。 30はSPOlOで出土した平底の底部片で、外面にはハケメの痕跡が

みられる。 31はSP033で出土した口縁部で、復元口径は24.6cmを測る。 32はSP034で出土した口縁部

で内外面ともににぶい樺色を呈する。

N. おわりに

麦野C遺跡では奈良時代に大きな集落域が展開する。第5次調査地では弥生時代前期末の住居跡

や小児蓋棺、弥生時代中期末～後期初頭にかけての方形住居群、 12世紀後半～13世紀前半の溝や土

壌墓、第15次調査地では12世紀前半の井戸や士坑などが検出されているが、奈良時代以外の時期の

遺構は少ない。麦野C遺跡の調査事例が少ないことも要因の一つではあるが、古代～中世にかけて

の削平や昭和の地下げによる遺構の消失が大きな要因であろう。

本調査地は地下げされた周辺に比べて lm以上高く残存しており、遺構密度は低いものの、弥生

時代後期後半の土坑と弥生時代後期～終末の竪穴住居跡、 11世紀後半～12世紀前半と13世紀後半～

14世紀前半の士坑を検出することができた。弥生時代後期後半の土坑や弥生時代後期～終末の竪穴

住居跡は第5次調査地で確認された弥生時代中期末～後期初頭にかけての方形住居群に続く時期の

ものであり、少なくともその時期まで連続して集落が営まれていた状況がうかがえる。 SC025では

住居の建て替えが行われた可能性が高く、住居の規模を拡大したと考えられる。また、床面付近で

は鉄製鎌が 1点出土した。弥生時代の特筆すべき遺物として、 SK031から出土した不明石製品

(Fig9,No.22 ・ PL. 2）が挙げられる。福岡市博多区の席回大谷遺跡第4次調査で出土した銅文鋳型

模造品（註 1）と同じ軟質の凝灰岩質砂岩製とみられ、線刻によって文様が施されている点におい

ても鋳型模造品と類似する。しかし、 SK031出土石製品は小片のため何を表現した文様か判断がで

きず、文様の施工箇所も模造品とは異なっていることから、鋳型模造品と判断できなかった。今後

の出土事例の増加を待って再度検討する必要がある。

調査区の西側では11世紀後半～12世紀前半の土坑が 1基と13世紀後半～14世紀前半の土坑が1基

検出された。第5次・第15次調査での調査成果と合わせると、検出遺構は少ないものの、 11世紀後

半～14世紀前半にかけても集落が展開していたことがうかがえる。

註1・加藤良彦編 1994『席目遺跡群7J福岡市埋蔵文化財調査報告書第357集福岡市教育委員会［Fig.62.No.64] 

-14-



PL.1 

(1）調査区全景（東から）

( 2) SC018 （南西から） ( 3) SC025 （北から）

( 4) SC032 （東から） ( 5) SK031 （北から）
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出土遺物（縮尺不同）






